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Abstract :動物実験の基本理念として， Russell & Burchは「人道的実験技術の原則(The
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Hantavirus 出血熱ウイルス) • • Lymphocytic choriomengitis virus (リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス) • • $al71ontJ!ksPp. (サルモネフ) • • • • De円natophytes(皮膚糸状菌) • • • B.伝染力が強〈動物を致死させる恐れカGit，.obapt~rrodentium(E qoli 0-115) ( 腸菌) • • Ectromelia virus (ヱクトロメ1)アウイルス) • • Mouse hepatitis virus (マウス肝炎ウイルス) • • • Mycoplasma pulmonis (肺マイコプラズマ) • • • • Pneumocystis carinii (ーユモシスチスカリー) • 











































































析，評価，検証というプロセスで進行される動物実験の に基づく審査の実施である 12) CBAにおける Cost(費




































て，英国獣医学会動物福祉基金，医学実験における動物 動物が死ぬまで実験を続ける (deathas endpoint)ので
代替基金，主立動物虐待防止協会，および動物福祉のた はなく，動物が避けることのできない耐え難い苦痛を被
めの大学連合による福祉に関する合同ワーキンググルー っている状態や瀕死状態をもとに安楽死処置を施して実








































































































































































者， 実験動物科学者， 実験動物技術者， 獣医師が一体
となって取組むことが必要である.
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